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法
的
決
定
に
至
る
推
論
の
論
理
構
造

士
口
野

一
は
じ
め
に

二
法
的
推
論
の
論
理
分
析
の
方
法

三
自
然
科
学
的
発
見
の
推
論
に
関
す
る
ポ
パ
l

の
反
証
理
論

四
法
的
決
定
に
至
る
推
論
の
論
理
構
造

五
判
決
に
あ
ら
わ
れ
た
法
的
決
定
に
至
る
推
論
の
論
理
分
析

六
む
す
び

fま

じ

め

法
的
推
論
は
論
理
構
造
を
有
し
て
い
る
。
と
い
う
わ
け
は
、
そ
れ
は
人
間
の
思
考
（
推
論
）
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
そ
し
て
後
者

は
常
に
一
つ
の
論
理
構
造
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。
現
代
論
理
学
の
法
領
域
へ
の
応
用
と
し
て
の
、
そ
し
て
ま
た
法
哲
学
の
重
要
な
一

部
門
と
し
て
の
法
論
理
学
は
、
法
的
推
論
を
現
代
論
理
学
の
助
け
を
か
り
で
分
析
し
、
そ
の
論
理
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
筈
で
あ
る
。

法
的
推
論
の
論
理
構
造
の
分
析
に
際
し
て
は
、
法
的
推
論
の
二
つ
の
次
元
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
す
で
に
得
3 



ら
れ
た
決
定
を
正
当
化
す
る
推
論
と
こ
の
決
定
自
体
に
至
る
推
論
と
で
あ
る
。し
た
が
っ
て
、

一
方
に
お
い
て
法
的
正
当
化
の
論
理
構

4 

造
が
、
そ
し
て
他
方
に
お
い
て
法
的
決
定
自
体
の
論
理
構
造
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。

法
的
正
当
化
に
関
し
て
は
、
人
は
、
ヴ
ロ
プ
レ
ヴ
ス
キ
l

（
巧
忌g
o
a
E

〉
に
従
っ
て
ア
レ
ク
セ
イ

p
z
q
）
と
共
に
さ
ら
に
二
つ
の

側
面
、
す
な
わ
ち
内
的
正
当
化
と
外
的
正
当
化
と
の
区
別
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
区
別
を
す
る
際
に
は
、
内

的
正
当
化
は
、
法
的
決
定
が
そ
の
理
由
づ
け
の
た
め
に
導
入
せ
ら
れ
た
諸
前
提
か
ら
論
理
的
に
演
鐸
さ
れ
る
か
ど
う
か
の
問
題
と
し

て
、
外
的
正
当
化
は
、
内
的
正
当
化
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
諸
前
提
が
い
か
に
し
て
正
し
い
も
の
と
し
て
基
礎
づ
け
ら
れ
る
か
の
問
題

(3
) 

と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
理
解
さ
れ
て
い
る
。

私
の
考
え
で
は
、
法
的
決
定
は
、
そ
れ
が
す
で
に
定
立
さ
れ
た
、
し
た
が
っ
て
、
正
し
い
と
み
な
さ
れ
た
諸
前
提
か
ら
論
理
的
に
演

縛
さ
れ
る
と
き
、
正
当
化
さ
れ
る
。
と
い
う
わ
け
は
、
こ
の
す
で
に
定
立
さ
れ
た
諸
前
提
の
正
当
性
あ
る
い
は
妥
当
性
が
、
そ
こ
か
ら

論
理
的
に
演
縛
さ
れ
た
結
論
へ
と
受
け
継
が
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
正
当
化
は
、
な
か
ん
ず
く
判
決
の
場
合
に
あ
て
は
ま
る
。
確
か

に
判
決
が
法
規
と
事
実
と
か
ら
直
接
論
理
的
に
演
鐸
さ
れ
る
こ
と
は
ま
れ
で
あ
ろ
う
。し
か
し
、
法
規
の
解
釈
命
題
と
い
っ
た
よ
う
な

別
の
諸
前
提
が
法
規
と
事
実
の
聞
に
付
加
的
な
前
提
と
し
て
付
け
加
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
判
決
は
こ
れ
ら
の
す
べ
て
の
前
提
か
ら
論
理

(4
) 

的
に
演
緯
さ
れ
た
結
論
と
し
て
証
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
意
味
で
、
内
的
正
当
化
の
本
質
は
論
理
的
演
緯
で
あ
る
と
言
う
こ
と

ヘ
g
a
g
M
5
5
g
）
」
で
あ
る
。

が
で
き
る
。
こ
の
推
論
の
論
理
構
造
は
、
基
本
的
に
は
、
伝
統
論
理
学
の
「
モ

l

デ
ス
・
ポ

l

ネ
シ
ス

こ
れ
を
法
的
正
当
化
の
推
論
の
基
本
式
型
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

外
的
正
当
化
に
関
し
て
は
、
種
々
の
基
礎
付
け
の
可
能
性
が
あ
り
う
る
で
あ
ろ
は
。
内
的
正
当
化
の
本
質
が
論
理
的
証
明
で
あ
る
こ

と
が
次
第
に
認
め
ら
れ
て
き
つ
つ
あ
る
の
に
対
し
、
外
的
正
当
化
は
論
理
外
的
な
正
当
化
で
あ
る
か
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
の
正
当
化
に
お
い
て
も
論
理
的
演
緯
が
そ
の
本
質
を
な
す
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
私
の
見
解
で
あ
る
。よ
り
正
確
に
言



う
と
、
こ
こ
で
も
、
正
当
化
が
問
題
と
な
る
限
り
、
論
理
的
演
緯
に
よ
る
正
当
化
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
私
の
見
解
に
よ
れ
ば
、

あ
る
判
決
の
内
的
正
当
化
に
際
し
て
諸
前
提
の
一
つ
と
し
て
用
い
ら
れ
る
法
規
の
解
釈
命
題
は
、
そ
れ
自
体
自
ら
を
正
当
化
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
あ
り
、
既
に
正
し
い
も
の
と
し
て
定
立
さ
れ
て
い
る
他
の
命
題
か
ら
論
理
的
に
帰
結
さ
れ
る
と
き
に
の
み
、
厳
密
に

正
当
化
さ
れ
う
る
。
法
規
の
解
釈
命
題
を
基
礎
づ
け
る
に
際
し
て
、
人
は
、
社
会
の
慣
習
、
経
済
状
況
、
国
民
道
徳
、
国
民
感
情
等
に

つ
い
て
の
言
明
を
そ
の
よ
う
な
基
礎
づ
け
の
前
提
と
し
て
持
ち
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
の
よ
う
な
援
用
を
行
な
う
た
め
に
は
、
そ

の
た
め
の
規
則
や
基
準
が
必
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
規
則
や
基
準
の
妥
当
性
を
、
人
は
、
解
釈
命
題
の
正
当
化
の
た
め
に
措
定
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
、
こ
れ
ら
の
妥
当
す
る
と
み
な
さ
れ
た
前
提
や
規
則
が
明
確
に
表
示
さ
れ
る
な
ら
ば
、
こ
の
種
の
基
礎
づ
け
も

ま
た
論
理
的
演
鐸
推
論
と
な
り
う
る
ー
ー
そ
の
よ
う
な
論
理
的
な
証
明
に
お
い
て
は
、
規
則
も
ま
た
一
つ
の
前
提
と
し
て
取
り
扱
わ
れ

<8
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る
と
い
う
の
が
私
の
考
え
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
論
理
的
観
点
か
ら
は
、
内
的
正
当
化
と
外
的
正
当
化
の
聞
に
は
何
ら
本
質
的
違
い

が
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

な
ぜ
な
ら
、
こ
の
二
つ
の
正
当
化
に
お
い
て
は
、
正
当
化
が
問
題
で
あ
る
か
ぎ
り
、
論
理
的
帰
結
性

法的決定に至る推論の論理構造（吉野）

が
そ
の
本
質
を
な
す
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
判
決
の
内
的
正
当
化
の
た
め
に
用
い
ら
れ
た
付
加
前
提
と
し
て
の
解
釈
命
題
自
体
の
「
外
的
」
正
当
化
の
た
め
に
持
ち

出
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
こ
れ
ら
の
前
提
や
規
則
自
体
は
、
い
か
に
し
て
正
当
化
さ
れ
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
間
に
答
え
る
た
め
に
、

右
の
正
当
化
過
程
を
一
段
階
ま
た
一
段
階
と
さ
ら
に
要
素
的
な
諸
前
提
へ
と
還
元
し
て
い
く
こ
と
を
試
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

し
か

し
、
究
極
の
要
素
的
な
前
提
の
妥
当
性
は
、
こ
の
種
の
論
理
的
演
鐸
に
よ
っ
て
は
こ
れ
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
究
極
の
要

素
的
前
提
は
、
そ
の
究
極
性
の
ゆ
え
に
、
も
は
や
す
で
に
定
立
さ
れ
た
他
の
諸
前
提
か
ら
論
理
的
に
導
き
出
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
究
極
の
要
素
的
前
提
は
妥
当
す
る
、
あ
る
い
は
正
し
い
と
し
て
「
決
定
（
g
z
o
官
民
自
ご
さ
れ
る
ほ
か
な
い
。
ノ
』
戸
閣
寺
、4

7
L
Jれ
，
刀

っ
て
、
こ
こ
に
、
法
的
推
論
に
お
い
て
こ
の
決
定
自
体
が
い
か
に
し
て
遂
行
さ
れ
る
か
、
と
い
う
重
要
な
問
題
が
存
在
す
る
の
で
あ5 



る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
法
的
「
決
定
自
体
」

に
至
る
推
論
が
一
体
い
か
な
る
論
理
構
造
を
有
す
る
か
が
問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、

6 

こ
れ
ま
で
論
理
的
側
面
か
ら
は
ま
だ
十
分
掘
り
下
げ
た
分
析
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
私
は
、
本
稿
に
お
い
て
、
こ
の
、

法
的
「
決
定
」
を
行
な
う
推
論
の
論
理
構
造
の
問
題
に
的
を
し
ぼ
っ
て
考
察
を
行
な
い
た
い
と
思
う
。

（1
）
〈
巴
・
』
・4司
芯
百
曲
者
国E
－
F
o
g
H
m
E
o包g
g

仏
F
2
。
g
g

句
。
同1
2仏
山
口
白
色
ロ
0
0
四
回
目OP
E
H
同
S

宮
崎H
F
m
o
S
ω
（H
2
3・
m
・
ω
ω鴎
・

（2
）
〈
包
・
戸
〉
－
o
u
q－
一
『
J
E
C之
鳴
門
四
四
守
山
宗
主
曲
目
帆
曲
目
ど
昌
弘
唱
志
向
宗
達
由
主
主
帆

D
S
・
司E
ロ
｝
内
同
日
・
け

H
H
g

冨
包
ロ
巴
吋
∞
－m－
M
吋
ω
肖
・

（3
）
ぐ
包
－
K
R
M可
・
8
・
0
宗
・
一
司
『bg
o羽
田
E
・
8
・
号
・

（4
）
こ
の
テ
ー
ゼ
と
そ
の
証
明
を
、
私
は
、
一
九
七
六
年
秋
ザ
ル
ツ
プ
ル
グ
で
聞
か
れ
た
法
論
理
学
に
お
け
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
た
．
こ
の

正
当
化
過
程
の
私
の
論
理
分
析
は
、
こ
の
学
会
の
論
文
集
に
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
盟
各
史
同
・
吋
g
E
ロ
タ

N
ロ
〉
ロ
国
営
慰
問
仏
S
H
民
江
田
氏m
n
y
S
F
o
m
跨
・
古
川
同
－

J
p
g
g
o－
。
戸
田
－
F
可
曲
目g
p

（
出
向
・
）
・
詩
吟
尋
問
宗
主

m
E
S
官
、S
R
S
R

山
周
忌
曲
目F
m注
芸
均
四
誌
な
おM
W
S
F
H
白
円
四
S
F
3
・
4司
日g
’
z
o
d『
吋
。
号
店
叶
∞
－m－
M
∞
ω
円
（
4
8
E
問
。

（
同
）
）
、
こ
れ
と
類
似
し
た
分
析
は
次
の
も
の
に
見
ら
れ
る
。
〉

H
a
吋
・
0
0・
a
r
m
－
M
誌
同
・
私
の
法
適
用
に
お
け
る
正
当
化
の
よ
り
詳
細
な
分
析
に
つ
い
て
は
、
参
照
－

吉
野
一
「
裁
判
に
お
け
る
正
当
化
の
論
理
構
造
モ
デ
ル
｜
｜
ユ
ル
ゲ
γ
・
レ
i

デ
ィ
ツ
ク
の
諸
説
の
批
判
的
検
討
を
通
じ
て
」
『
明
治
学
院
論
叢
・
法
学
研
究
』
一
一
六

号
八
三
頁
l

一
四
四
頁
。

（5
）
〈
包
・
吋O
田
富
国O

（3
・
m
－
M
∞
ω
同
・

（6
）
F
E

明
日O
V
O
N－
回
・
〉
H
O
M
U
ご

8
・
0
p
・
m
－
M
∞
ω
同
・

（
伽
）
〈
問H・
H
・
P
・
0
Z
E
p
m
－
M
a
・

（7
）
法
的
な
予
備
的
理
解
（
〈
3
2
2
S
E

巳
盟
国
）
に
つ
い
て
、
ア
ル
ユ
オ
の
興
味
深
い
分
析
を
参
照
、
〉
・
〉
号
巴
0
・
b
s
～g
s
s
n

出
ミ
同
S
Fな
怠
g
s
g

宮
b
・

司
日
8
1
2
0
4
q
d
「S
K

巴
3
・
m
－
H
N
ω同
・
一
九
七
九
年
十
二
月
ヘ
ル
シ
ソ
キ
で
聞
か
れ
た
「
法
律
学
に
お
け
る
推
論
」
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
幾
つ
か
の
報

告
に
お
い
て
も
そ
の
よ
う
な
規
則
を
（
形
式
的
な
仕
方
で
）
表
現
す
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
次
の
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
．
同

w・
〉
H
o
u
q
－
口
問
。E
g

冊
目
ロ
耳

切
吋O
B
含
E
H
3
4
H
M
g吋
山
由
仏
耳
目
ロ
ユ
困
苦
ロ

y
g

〉
話
回5
8
S
2
0
P
E
一
〉
－
k
r
m
F
E
U
－
F
Z
ロ
E
Z
。
吉
区
－
h
－c
g
ロ
色
。
・
（
同
m
・γ
』
h
a
F
a
o
r
q

な

e
s
a
同
岨J
h
h
s
s
ャ

ミ
曲
目F
自
由
常
軌
恒
丸
町
、
官
主
的
又
白

h
F明
暗H

降
、
句g
s
S
N
O
H
h
o
S
J

国
間
口
ど
白
判
官
。
、
な
・
回
。
山
崎
－

M
・
m
－
H叶
J可
同
・

（8

）
私
の
考
え
る
と
こ
ろ
で
は
、
ア
レ
ク
セ
イ
に
よ
っ
て
右
の
報
告
の
中
で
提
案
さ
れ
た
規
則
が
外
的
正
当
化
の
た
め
の
規
則
と
し
て
そ
の
役
割
を
演
じ
う
る
た
め
に

は
、
そ
の
妥
当
性
、
あ
る
い
は
正
当
性
が
前
提
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
規
則
が
正
し
い
も
の
と
し
て
定
立
さ
れ
、
正
当
化
過
程
に
明
示
的
に
前
提
と
し
て
提

示
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
私
の
考
え
で
は
、
こ
の
外
的
正
当
化
過
程
に
も
論
理
的
帰
結
関
係
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
．
そ
の
点
で
内
的
正
当
化
と
同
様
で
あ

る
。



法
的
推
論
の
論
理
分
析
の
方
法

法
的
決
定
に
至
る
推
論
の
論
理
構
造
を
論
理
分
析
す
る
際
に
、
人
は
、
思
考
の
分
析
の
用
具
と
し
て
の
し
っ
か
り
し
た
論
理
学
の
方

法
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
法
論
理
学
の
方
法
に
関
し
て
は
、
見
解
の
一
致
が
み
ら
れ
ず
、
か
え
っ
て
、
本
質
的
な
対
立
が
存
在
し
て
い
る
。

一
方
の

立
場
は
、
古
典
的
な
数
学
的
論
理
学
は
法
規
範
に
は
適
切
に
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
規
範
の
た
め
の
特
別

の
論
理
学
の
展
開
に
努
力
し
、
そ
の
種
の
論
理
学
の
法
領
域
へ
の
適
用
を
試
み
て
い
る
。
他
方
、
古
典
的
数
学
的
論
理
学
は
法
規
範
に

も
適
切
に
適
用
可
能
で
あ
る
と
主
張
す
る
立
場
が
あ
列
。
私
は
原
則
的
に
後
者
の
立
場
に
立
つ
。
私
は
、
そ
の
よ
う
な
規
範
の
た
め
の

特
別
の
論
理
学
と
し
て
の
義
務
論
理
学
あ
る
い
は
規
範
論
理
学
の
法
領
域
へ
の
適
用
は
、
と
り
わ
け
法
の
論
理
計
算
に
と
っ
て
は
、
有

効
で
は
な
い
し
、
ま
た
し
ば
し
ば
問
題
的
で
あ
る
、
と
考
え
る
。

法的決定に至る推論の論理構造（吉野）

以
下
に
お
い
て
、
私
は
、
古
典
的
数
学
的
論
理
学
の
法
領
域
へ
の
直
接
適
用
が
可
能
で
あ
る
根
拠
を
短
く
述
べ
る
と
と
も
に
、
こ
の

論
理
学
の
方
法
に
よ
る
法
規
範
の
形
式
化
の
方
法
を
示
す
こ
と
に
す
る

古
典
的
数
学
的
論
理
学
の
法
領
域
へ
の
直
接
適
用
に
対
す
る
批
判
は
、
古
典
論
理
学
の
真
理
値
が
規
範
に
は
適
用
で
き
な
い
と
す
る

に
あ
る
。

し
た
が
っ
て
古
典
論
理
学
の
真
理
概
念
の
規
範
へ
の
直
接
適
用
の
可
能
性
を
意
味
論
的
に
基
礎
づ
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ

おる

fb kｭ

はよ
述 v
宣た

寵－め
きさ尺

人
tま

タ
ル
ス
キ
〈
ロ
2
5

）
の
形
式
意
味
論
に
な
ら
っ
て
、
次
の
よ
う
な
式
型
に
依
拠
す
る
こ
と
が
で
き
る
〈
な

(A
) 

〈
帆
（EY
－
－
：
：
w
内
定
し
〉
町
内
（
も
）
針
。
完

M
U
M
t
u
u
m
G

作
時
行
声
竺

も
（E
w

－
－
：
：
・3

）
完
論
語
で
q
A
V什
ぺ
料
d
伊
N
V。

7 



(B
) 

令
官
H
Y
－
－
：
：
・
点
（

Q
S）
〉
鼎
仇
（
も
）
針
。
只
M
Y
t
u
u
巾
δ

什
時
打
荷
ア

8 

も
（Q
H
W

w
n
F
）
昇
清
酒
仇
δ
A
U作
A
d容
1
m
d
M
V

が
。

こ
の
真
理
概
念
は
純
粋
に
形
式
的
で
あ
り
、

(A
) 

し
た
が
っ
て
右
の
原
理
は
、
次
の
よ
う
に
こ
れ
を
書
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

〈
仇
（
Q
H
）w

w
h
（F
）
〉m
内
（
も
）
舟
守
只U7
0布
。
～H
伸
行
問
問
守

宮
爵
（
も
（E
w

－
－
：
：
－F
Y
C
H
H

(B
) 

〈
帆
（RH
Y－
－
：
：
・
仇
（

F

）
〉
栴
仇
（
も
）
対
m
u
E
内
M
7
0し
叩δ
～υ
時
打
問
問
ア

首
爵
（
も
（Ew
－
－
：
：

w
n
r
v
C
H
C

は
変
項
の
解
釈
が
当
該
述
語
記
号
の
解
釈
さ
れ
た
対
象
の
集
合
の
下
に
は
い
る
（
た
と
え
ば
帆
（E
）m
氏
。
）
）
な
ら
ば
、
命
題
（
た
と
え
ば
、

し
た
が
っ
て
、
純
粋
に
形
式
的
な
、
無
内
容
な
真
理
値
ー
ま
た
は
0

の
分
配
が
問
題
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
も
し
、
個
体
定
項
ま
た

⑪
（B
）
）
は
ー
で
あ
り
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
0

で
あ
る
。
こ
の
論
理
的
真
理
値
1

ま
た
は
0

は
、
も
し
人
が
望
む
な
ら
ば
、
論
理
の
適
用

領
域
と
の
関
連
で
、
そ
れ
ぞ
れ
叙
実
的
真
（
A
）
ま
た
は
叙
実
的
偽
（
B

）
と
し
て
、
あ
る
い
は
、
規
範
的
真
（
A
）
（
正
当
あ
る
い
は

妥
当
）
ま
た
は
規
範
的
偽
（
B

）
（
非
正
当
あ
る
い
は
非
妥
当
）
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
読
む
こ
と
が
で
き
る
（
な
お
、
P

は
叙
実

的

y譲
）記

号

N 
t土
規
範
的
述
三五
日口

記
号

〈
帆C
H
Y－
－
：
－
－w
仇
（F
）
〉m
仇
（
匂
）
N
n
o只
M
Y
t
u均
九
〉
作
伸
行
問
問
ア

首
爵
（
司C
r
・
－
：
：
・
r
v
C
H
治
川m
B
判

r-、、

B" 
、..＿.／

〈
仇
（
？
）
w

－
w
仇
（F
）
〉m
Z（
司
）
針
。R
H
U
M
t
u
u
m
δ

～
い
時
打
荷
ア

首
爵
（
句
（H
r
－
－
：
：
・F
）w
仇
）
日
掛
河
川

m
B
蕊

(A
) 

〈
内
（
Q
H
Y－
－
－
：
－w
帆
（QS）
〉
巾
内
（
Z
）
針
。
見
守
，o
u
m
δ作
時
打
開
問
ア



首
画
（
Z
（S

・
J

・
－w
a
s
y内
）H

油
輸
同
志
判

，，、、

B"' 
、、，，

令
官
H
Y
－
－
：
：
・
内
（

p

）
〉m主
（Z
）
N
n
o
b内M
Y
d
し
叩δ
～υ
伸
行
一
掃
ア

宙
論
（
Z
S
w
・
－
：
：
－p
v
C
H
油
輸
同
志
設

し
か
し
、
こ
の
読
み
方
自
体
は
、
論
理
的
計
算
可
能
性
に
と
っ
て
か
な
ら
ず
し
も
本
質
的
な
こ
と
が
ら
で
は
な
い
。
論
理
計
算
に
お

い
て
は
、
無
内
容
な
形
式
的
真
理
値
1

ま
た
は
0

が
問
題
で
あ
る
に
す
、
ぎ
ず
、
こ
の
価
値1
ま
た
は
0

の
分
配
に
お
い
て
は
各
述
語
記

号
は
そ
れ
自
体
の
固
有
な
評
価
の
基
準
を
持
ち
う
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
古
典
的
数
学
的
論
理
学
の
規
範
へ
の
直
接
適
用
の
際

に
、
真
理
値
分
配
の
困
難
と
い
う
も
の
は
一
切
存
在
し
な
い
。
規
範
の
領
域
に
お
い
て
も
、
各
命
題
に
二
つ
の
可
能
な
価
値
（

1

ま
た

は
0

）
の
一
つ
が
一
義
的
に
帰
属
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
「
二
値
の
原
理
由
守
色8
8
ュ
E
g
）
」
が
妥
当
す
る
か
ら
で
あ
る
。
論

理
の
真
理
値
分
配
に
な
ん
ら
困
難
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
混
合
前
提
｜
｜
そ
こ
で
は
、
例
え
ば
合
意
記
号
に
よ
っ
て
作
ら

れ
た
式
の
前
件
が
叙
実
文
で
あ
り
、
後
件
が
規
範
文
で
あ
る
が
｜
｜
の
場
合
に
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

法的決定に至る推論の論理構造（吉野）

法
規
範
の
論
理
形
式
化
の
方
法
は
、
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
述
語
論
理
式
の
形
で
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
定
式
化
さ
れ

る
の
は
次
の
法
規
範
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
人
を
殺
し
た
る
者
は
死
刑
に
よ
っ
て
処
罰
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
」

(1
) 

〈
同
）
（
冨
α
（
匂
）
↓
∞
詳
（
旬
）
）

こ
の
式
は
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
「
す
べ
て
の

P

に
対
し
て
、

刑
に
よ
っ
て
処
罰
さ
る
べ
き
者
で
あ
る
。
」
こ
の
形
式
化
に
お
い
て
は
、
法
規
範
の
後
件
、
す
な
わ
ち
、
法
律
効
果
の
規
範
要
素
は
、
述

P

が
人
を
殺
し
た
者
で
あ
る
な
ら
ば
、

P

は
死

の語
困記
難号
はの
生中
じに
な（表
ぃε 現
。さ

れ
て
し、

る

か
く
て
、
法
規
範
の
こ
の
形
式
化
の
方
法
に
お
い
て
は
、
論
理
的
真
理
値
（
1

ま
た
は
0

）
の
分
配

真
理
値
分
配
の
観
点
か
ら
は
、
古
典
的
数
学
的
論
理
学
の
法
規
範
へ
の
直
接
適
用
に
際
し
で
も
、
な
ん
ら
の
困
難
も
生
じ
な
い
の
で

9 



あ
る
。
こ
の
適
用
は
完
全
に
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
は
た
だ
単
に
可
能
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
合
目
的
的
で
あ
り
、
な
か
ん
ず
く
論
理

計
算
に
と
っ
て
適
切
で
あ
る
。
古
典
的
数
学
的
論
理
学
を
直
接
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
義
務
論
理
学
や
規
範
論
理
学
の
多
く
の
体

10 

系
に
お
け
る
よ
う
な
規
範
の
た
め
の
特
別
の
形
成
規
則
や
変
形
規
則
の
導
入
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

し

っ
か
り
し
た
方
法
、
す
な
わ
ち
古
典
的
数
学
的
論
理
学
の
方
法
の
み
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
私
は
、
こ
の
特
別
な
諸
規
則
を
導
入
す
る
可
能
性
自
体
を
否
定
し
て
し
ま
う
つ
も
り
は
な
い
し
、
古
典
的
数
学
的
論
理
学

の
体
系
を
拡
大
す
る
可
能
性
を
否
定
す
る
つ
も
り
は
な
い
。
私
は
、
た
だ
、
そ
の
よ
う
な
導
入
に
よ
っ
て
計
算
の
体
系
の
確
実
性
、
純

粋
性
お
よ
び
有
効
性
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
｜
｜
た
と
え
ば
、
規
範
論
理
の
種
々
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
に
お
い
て
み
ら
れ
る
よ

(7
) 

う
に
ー
ー
ー
と
い
う
こ
と
を
強
調
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
計
算
可
能
性
の
問
題
を
度
外
視
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
拡
大
お
よ
び
特
別
の

形
式
化
の
方
法
に
は
い
く
つ
か
の
長
所
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
方
法
は
、
特
別
の
形
成
規
則
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

表
現
し
、
ま
た
読
む
の
に
容
易
な
よ
り
単
純
な
式
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
目
的
に
か
な
っ
て
い
る
。

J

’
－
守
ミ

1
L
J
I
μ
A
μ
 

っ
て
、
そ
の
よ
う
な
形
式
化
の
方
法
は
、
た
と
え
そ
れ
が
な
お
完
全
に
厳
密
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
と
し
て
も
、
（
厳
密
な
）
論
理

分
析
の
前
段
階
と
し
て
有
用
で
あ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
厳
密
な
論
理
的
な
処
理
の
た
め
に
は
、
そ
の
よ
う
な
仕
方
で
形
式
化
さ
れ

た
式
を
し
っ
か
り
と
し
た
形
式
化
へ
と
、
私
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
と
り
わ
け
古
典
的
数
学
的
論
理
学
的
形
式
化
へ
と
変
換
す
る
こ
と
に

努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

（1
）
法
論
理
学
の
方
法
に
関
す
る
こ
の
対
立
に
つ
い
て
は
、
私
が
要
約
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
参
照
。
す
な
わ
ち
、
同
・
吋

g
E
ロ
タ
ロ
ゲ
南
仏
芯Z
♀
司
自
門
出
向
w
a
o
o
z
s

g
s
E
o
g
ロ

z
s
s
s
z
E
W
9
Z
冨
$
Z
営
仏
2

宮
ユ
注
目
田
口
y
g
v
o
E
F
Z
h
d・
同
Z
m－
ロ
－m
w・
（
出
向
・
）
の
g
a
a
S
H
h
S
句
白
判
官
ミFF
Hき
ょ
白
寄
与
一
肘
岳
会
図
注
目
ー

さ
見
、
時
・0時
間h
w吋・5
F
N
（
の
白
色
ぬ
b
F刊
誌
な
∞
口F1
b
＼
品
目
、
可
向
、
給
守
町
田
詩
句

U．

n出
向
匂
）
（
ペ

S
F
E
C

（
国
）
）
－
m
－
E
0
・
E
5
8
0
ロ
仏
叩
『O
〉
ロ
B

－
（N）
・
（ω）
戸
（
品
）
・

（2
）
こ
の
見
解
の
掘
り
下
げ
た
ま
た
詳
細
な
基
礎
づ
け
を
私
は
右
に
挙
げ
た
論
文
に
お
い
て
行
な
っ
た
。
吋
a
z
g

（
口
）
－
m
－
Z
？
E
H

（3
）
N
U
丘
g
m
吋
回
O
B
P
ロ
注
目
ロy
oロ
回
o
m
u・
円
百
円
山
口
ロ

m
a
o
y
o吋O
回
目
ユ
ロ
。
（
国
）
－

m
－
H
t
日l
H
A
F
斗
・N
ロ
寸
m
v
g
w宮崎
。
吋
呂
田
－
Z
吋
∞
O
B
P
ロ
丘
町
田
日
刊
日
戸
叩

N
d
2
山
田
冊
目
ロ
2

〉
吋σ
冊
目
芯
ロ
日
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に
つ
い
て
は
参
照
、
吋
g
z
g

（
口
）
－
m
・
5
H
1
5
斗
・

（7
）
規
範
の
特
別
の
論
理
に
お
い
て
規
範
の
た
め
の
特
別
の
形
成
規
則
や
変
形
規
則
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
困
難
は
、
な
か
ん
ず
く
、
規
範
論
理
の
パ
ラ

ド
ッ
ク
ス
に
表
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
観
点
か
ら
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
の
批
判
に
つ
い
て
は
参
照
、
同
a
z
g

（
口
）
－
m
・
5
m
l
H
U∞
二
百
円
同
吋gE
g
g

－
m
－
N
∞O
同
・

（8

）
こ
の
理
由
か
ら
ま
た
こ
の
目
的
の
た
め
に
の
み
、
私
は
、
本
稿
に
お
い
て
古
典
的
論
理
学
の
体
系
と
は
異
な
っ
た
特
別
の
演
算
記
号
を
用
い
る
で
あ
ろ
う
（
第
四

章
第
三
節
）
。

（9
）
こ
れ
を
、
私
は
、
本
稿
第
四
章
第
三
節
に
お
い
て
試
み
る
で
あ
ろ
う
。

12 

自
然
科
学
的
発
見
の
推
論
に

関
す
る
ポ
バ
！
の
反
証
理
論

法
的
決
定
に
至
る
推
論
の
論
理
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
人
は
、
こ
の
推
論
を
自
然
科
学
的
探
究
の
推
論
と
比
較
す
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。
そ
の
た
め
に
、
ポ
パ
ー
が
行
な
っ
た
自
然
科
学
的
探
究
の
論
理
分
析
が
役
立
つ
。
そ
こ
で
は
い
わ
ゆ
る
反
証
理
論
が
提

示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
理
論
を
次
章
に
お
い
て
法
的
推
論
に
適
用
す
る
た
め
に
、
私
は
、
こ
こ
で
ポ
パ
1

の
こ
の
テ
ー
ゼ
を
要
約
し
て

述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

カ
ー
ル
・
ポ
パ
l

（
問
。
ユM
M
8宮
吋
）
は
、
彼
の
著
作
『
科
学
的
発
見
の
論
理
』
に
お
い
て
、
次
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
ま

で
経
験
科
学
の
推
論
は
帰
納
と
み
ら
れ
て
き
た
が
、
普
遍
的
な
命
題
は
帰
納
に
よ
っ
て
は
証
明
さ
れ
え
な
い
。
帰
納
と
み
な
さ
れ
て
き

(2
) 

た
と
こ
ろ
の
方
法
は
「
検
証
の
演
緯
的
方
法
」
と
し
て
こ
れ
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
理
論
は
決
し
て
経
験
的
に
立
証
可
能
で

(3

)(

4
) 

は
な
い
の
で
あ
る
。
」
そ
し
て
、
体
系
の
「
立
証
可
能
性
（
〈
包
宮
山2
g

吋
宮
山
け
ど
で
は
な
く
て
、
「
反
証
可
能
性
（
E
E
E
S
E

井
忠
）
」
が

問
題
と
な
り
う
る
に
す
ぎ
な
い
。
ポ
バ
ー
に
よ
っ
て
考
え
ら
れ
て
い
る
方
法
は
、
号
一
口
う
な
ら
ば
、
反
証
に
よ
る
仮
説
演
緯
法
で
あ
る
。

彼
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
理
論
に
お
い
て
は
命
題
聞
に
演
緯
的
関
係
が
存
在
す
る
。
普
遍
的
経
験
的
命
題
は
仮
説
と
し
て
の
性
格
を
も
っ

て
い
る
、
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
よ
り
普
遍
的
で
な
い
命
題
の
反
証
を
通
じ
て
反
証
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
い
る



推
論
は
、
あ
る
命
題
体
系
か
ら
論
理
的
に
帰
結
さ
れ
る
命
題
の
反
証
か
ら
、
そ
の
命
題
が
導
出
さ
れ
る
体
系
自
体
の
反
証
へ
と
推
論
す

そ
の
論
理
構
造
は
「
古
典
論
理
学
の
そ1
デ
ス
・
ト
l

レ
ン
ス
（
g
a
g
S
F
E

）
」
に
あ
た
る
。
私
は
、
こ
の
推
論

る
仕
方
で
あ
る
。

の
論
理
的
性
格
を
、
解
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
に
命
題
論
理
式
に
よ
っ
て
表
現
し
た
い
と
思
う
。

(2
) 

（
句
↓
ρ
）
＞
l
p
↓

J
M
M

す
な
わ
ち
、
Q

が
体
系
P

か
ら
帰
結
さ
れ
る
命
題
で
あ
り
（
し
た
が
っ
て
、P
な
ら
ば
Q

）
、
そ
し
て
Q

が
反
証
さ
れ
る
な
ら
ば
、
P
も

(8
) 

ま
た
反
証
さ
れ
る
。

反
証
に
よ
る
仮
説
演
鐸
法
は
、
普
遍
的
原
理
や
理
論
を
、
試
行
錯
誤
を
通
じ
て
個
々
の
具
体
的
な
命
題
の
反
証
に
よ
る
検
査
に
よ
っ

て
吟
味
反
証
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
逆
に
確
認
す
る
方
法
で
あ
る
。

し
か
し
、
人
は
、
ポ
パ

1

に
従
っ
て
次
の
こ
と
に
注
意
を
向
け
る

べ
き
で
あ
る
。
こ
の
検
査
に
お
け
る
肯
定
的
な
結
果
は
理
論
体
系
を
常
に
た
だ
当
分
の
間
支
え
う
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
は
、
後
の
否
定
的
な
結
果
に
よ
っ
て
な
お
覆
さ
れ
う
る
か
ら
で
あ
る
。

法的決定に至る推論の論理構造（吉野）

一
つ
の
体
系
が
こ
の
よ
う
な
演
鐸
的
な

(9
>

わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
体
系
が
「
支
持
で
き
る
（
田
5
g
d

乱
宵
g

）
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

検
査
に
持
ち
堪
え
て
い
る
限
り
、

（1
）
閃
－F
3
3
0
F
H
Z
F
D
匂
な
D
H
h川町
内
問
悼
式
内

h
n
N
X曲目c
g
手

F
O
E
s
z
g

・
ω・
〉
急
－
H
S
N・

（2
）
回
Z
E
p
m
・
8
・

（3
）
閉
z
z
p
m
・
8
・

（4
）
出
Z
E
P

（5
）
こ
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
参
照
、
坂
本
・
坂
井
『
新
版
現
代
論
理
学
』
東
海
大
学
出
版
会
一
九
七
一
年
、
二
二
頁
以
下
．

（6
）
〈
巴
・
旬
。
出
）
o
p
o
げ
冊
目
仏p
m
・
J
a・

（7
）
国
σ
oロ
仏p
m
・
斗0
・

（8
）
ぐ
包
－
o
Z
昆
9
・

（9
）
回
Z
E
P
・
m
・8
・

13 



四

法
的
決
定
に
至
る
推
論
の
論
理
構
造

14 

付

法
的
推
論
の
分
析
に
ポ
バ
l
の
反
証
理
論
を
応
用
す
る
こ
と

こ
こ
で
、
私
は
、
ポ
パ
！
の
反
証
に
よ
る
仮
説
演
緯
法
の
テ
ー
ゼ
を
法
的
推
論
の
分
析
に
応
用
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
と
氏
九
。

私
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
推
論
式
型
「
モ
l
デ
ス
・
ト
l
レ
ン
ス
」
は
自
然
科
学
的
探
究
に
と
っ
て
の
み
ば
か
り
で
な
く
、
社
会
科
学
的

探
究
に
と
っ
て
も
、
し
た
が
っ
て
ま
た
法
学
的
推
論
に
と
っ
て
も
、
推
論
の
基
本
式
型
と
し
て
妥
当
す
る
。<2

)

こ
の
こ
と
を
、
私
は
以
前
の
仕
事
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
正
義
推
論
と
の
関
係
に
お
い
て
す
で
に
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
、
私
は
、

こ
こ
で
、
「
モ
l
デ
ス
・
ト
l
レ
ン
ス
」
と
い
う
論
理
的
推
論
式
型
な
ら
び
に
そ
れ
か
ら
成
る
と
こ
ろ
の
反
証
に
よ
る
仮
説
演
縛
的
推

論
構
造
を
、
法
的
決
定
自
体
に
至
る
推
論
の
論
理
構
造
の
普
遍
的
基
本
式
型
と
し
て
提
示
し
よ
う
と
思
う
の
で
あ
る
。

人
は
し
ば
し
ば
次
の
よ
う
に
言
う
。
す
な
わ
ち
、
法
的
決
定
は
、
論
理
的
演
緯
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
個
々
の
法
的
経
験
な

ら
び
に
社
会
経
済
的
基
盤
か
ら
の
帰
納
に
よ
っ
て
獲
得
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
、
と
。
こ
の
主
張
は
、
部
分
的
に
は
正
し
く
、
ま
た
部
分

的
に
は
正
し
く
な
い
。
私
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
こ
の
帰
納
的
方
向
で
の
法
的
推
論
の
全
枠
組
の
な
か
で
、
論
理
的
推
論
形
式
「
そ
l

デ

ス
・
ト

l

レ
ン
ス
」
が
、
反
証
に
よ
る
仮
説
演
緯
法
と
し
て
妥
当
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

(::) 

「
モ
I

デ
ス
・
ト

I

レ
ン
ス
」
と
し
て
の
法
的
決
定
に
至
る
推
論
の
論
理
構
造

法
律
家
は
、
個
々
の
法
的
な
経
験
か
ら
出
発
し
て
、
法
規
の
条
文
、
法
解
釈
学
上
の
命
題
、
判
例
に
お
け
る
命
題
お
よ
び
例
え
ば
国

民
の
法
感
情
を
表
現
す
る
よ
う
な
そ
の
他
の
諸
前
提
等
か
ら
成
る
既
に
与
え
ら
れ
た
諸
命
題
と
の
比
較
に
お
い
て
、

一
つ
の
普
遍
的
、



よ
り
一
般
的
法
規
範
的
命
題
（
机
）
あ
る
い
は
法
規
範
的
諸
命
題
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
法
解
釈
学
説
（
机
）

を
、
取
り
あ
え
ず
の
仮

説
と
し
て
定
立
す
る
。
法
律
家
は
、
こ
の
法
規
範
的
命
題
の
評
価
を
、
そ
の
命
題
か
ら
論
理
的
に
演
緯
さ
れ
う
る
個
々
の
個
別
的
、
よ

（
為
）

り
具
体
的
法
規
範
的
命
題
（
予
・
ごz
c

－
Z
H・P
・
－
：
：
－
F
j

）
の
例
に
お
い
て
吟
味
す
る
。
も
し
あ
る
個
別
的
、
よ
り
具
体
的
法
規
範

的
命
題
が
否
定
さ
れ
る
（
l
z

；
）
な
ら
ば
当
該
の
よ
り
普
遍
的
、
よ
り
一
般
的
法
規
範
的
命
題
も
ま
た
否
定
さ
れ
る
（
l
F

）
。
こ
の

推
論
の
論
理
構
造
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

(3
) 

（
伊
↓
予
・
し
＞l
z
；
↓

l
Z
M

こ
の
式
は
次
の
よ
う
に
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
「Z
H
が
正
し
い
な
ら
ば
、
そ
こ
か
ら

Z
7
s
も
正
し
い
と
い
う
こ
と
が
帰
結
す
る
、

（
ぬ
）

し
か
し

Z
7
g
は
正
し
く
な
い
、
ゆ
え
に
Z
H
も
ま
た
正
し
く
な
い
。
」

こ
の
式
は
「
モ
l
デ
ス
・
ト
l
レ
ン
ス
」
と
し
て
論
理
的
に
妥
当
で
あ
る
。
こ
の
推
論
の
妥
当
性
は
簡
略
表
方
法
の
適
用
に
よ
っ
て

法的決定に至る推論の論理構造（吉野）

す
な
わ
ち
、
式
全
体
に
偽
（
0
）
の
真
理
値
を
与
え
る
と
す
べ
て
の
命
題
記
号
へ
の
真
理
値
分
配

に
際
し
て
一
つ
の
矛
盾
が
次
の
よ
う
に
表
わ
れ
る
。

こ
れ
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(HAH
•
ZH

-s)>

lZ7slvlZH 

H

H

C

H

H

O

O

O

H

 

A
F
ω
印

N
ω
A
F
H
N
ω

••• 

こ
こ
で
、
次
の
二
つ
の
点
に
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
第
一
に
、
こ
の
形
式
化
に
お
い
て
は
、
真
理
値
「
1

」
ま
た
は
「

O

」
は

「
正
当
」
ま
た
は
「
非
正
当
」
と
し
て
規
範
的
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

普
遍
的
、
よ

り
一
般
的
お
よ
び
個
別
的
、
よ
り
具
体
的
法
規
範
的
命
題
の
否
定
（
規
範
的
に
否
定
的
な
評
価
）
に
対
し
て
論
理
値
と
し
て
「
O

」
が
、
ま

た
そ
の
肯
定
的
評
価
に
対
し
て
論
理
値
と
し
て
「1
」
が
そ
れ
ぞ
れ
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
。
第
二
に
、
こ
の
式
に
お
け
る
す
べ
て
の

15 



命
題
記
号
は
規
範
的
命
題
を
表
現
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
こ
の
式
に
お
け
る
規
範
的
に
解
釈
さ
れ
た
真
理
値
の
分
配
は
統
一
的
か

16 

つ
一
貫
し
て
遂
行
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
二
つ
の
点
に
基
づ
い
て
、
法
的
決
定
に
至
る
推
論
の
反
証
式
型
は
適
切
に
論
理
的
に

形
式
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
形
式
化
の
意
味
論
的
な
基
礎
づ
け
は
、
第
二
章
に
挙
げ
ら
れ
た
式
型
（Y）
お
よ
び
（

V
）
が
こ

(4
) 

れ
を
提
供
し
て
い
る
。

し
か
し
、
当
該
の
個
別
的
、

よ
り
具
体
的
法
規
範
的
命
題
が
否
定
さ
れ
な
い
（
Z
H・
む
な
ら
ば
、
当
該
の
普
遍
的
、
よ
り
一
般
的
法

規
範
的
命
題
は
暫
定
的
に
支
持
さ
れ
る
。

し
か
し
、
そ
の
命
題
の
正
し
さ
が
証
明
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
を
証
明
し
う
る
に
は

こ
の
命
題
が
結
論
と
な
る
よ
う
な
次
の
推
論
が
論
理
的
に
妥
当
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(4
) 

（Z
H↓
Z
H・
し
＞Z
7
s↓
Z
－

し
か
し
、
こ
の
推
論
は
論
理
的
に
妥
当
で
は
な
い
。
筒
略
表
方
法
の
適
用
に
お
い
て
真
理
値
分
配
が
な
ん
ら
の
矛
盾
を
生
じ
せ
し
め

な
い
こ
と
が
次
の
よ
う
に
明
ら
か
に
な
る
。

（Z
H↓
Z
H－
s）
＞Z
H・
浦1
v
Z
H

O

H

H

H

H

C

C

 

A
H
ω
A
H
N
ω
H
N
 

し
た
が
っ
て
、
普
遍
的
、
よ
り
一
般
的
法
規
範
的
命
題
は
証
明
さ
れ
る
に
至
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
た
だ
反
証
さ
れ
な
か
っ
た
と
い

う
意
味
に
お
い
て
暫
定
的
に
の
み
支
持
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
普
遍
的
、

よ
り
一
般
的
命
題
か
ら
論
理
的
に
演
緯
可
能
な
さ
ら
に

別
の
個
別
的
具
体
的
法
規
範
的
命
題
（
Z
7
1
じ
が
規
範
的
に
否
定
的
に
評
価
さ
れ
（
反
証
さ
れ
て

そ
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
、
も
と
の

普
遍
的
、
よ
り
一
般
的
法
規
範
的
命
題
も
ま
た
規
範
的
に
否
定
的
に
評
価
さ
れ
る
（
反
証
さ
れ
る
）
可
能
性
が
否
定
で
き
な
い
か
ら
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
次
の
可
能
性
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

(5
) 

（Z
H↓

Z
7
1
H）
＞
j
Z
7
s土
↓

1
Z
H



し
た
が
っ
て
、
私
は
、
法
的
推
論
に
お
い
て
も
普
遍
的
な
命
題
の
決
定
の
正
し
さ
は
、
立
証
さ
れ
え
な
い
の
で
あ
り
、
反
証
と
い
う

（5
X
6
）
（
伽
）

形
で
吟
味
せ
ら
れ
、
反
証
に
耐
え
え
た
と
い
う
意
味
で
消
極
的
に
の
み
基
礎
づ
け
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
、
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
人
は
、
仮
説
的
に
定
立
さ
れ
た
普
遍
的
、
よ
り
一
般
的
法
規
範
的
命
題
を
、
右
の
よ
う
な
仕
方
で
、
そ
れ
か
ら
導
き
出
さ

れ
う
る
多
く
の
個
別
的
、

よ
り
具
体
的
法
規
範
的
命
題
に
お
い
て
｜
｜
人
が
一
つ
ま
た
は
複
数
の
「
重
要
な
」
反
証
に
到
達
す
る
ま
で

｜
｜
吟
味
す
る
。
彼
が
こ
の
考
察
を
彼
の
見
解
に
し
た
が
っ
て
十
分
と
み
ら
れ
る
ほ
ど
吟
味
し
て
、
な
ん
ら
の
「
重
要
な
」
反
証
に
至

ら
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
彼
は
、
こ
の
法
規
範
的
命
題
は
支
持
さ
れ
う
る
と
、
す
な
わ
ち
、
比
較
的
正
し
い
と
信
じ
か
っ
主
張
す
る
の
で

あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
彼
の
法
的
な
決
定
の
結
果
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
に
な
る
。

一
つ
の
（
暫
定
的
に
）
支
持
さ
れ
た
法
規
範
的
命
題
に
到
達
す
る
法
的
決
定
の
全
推
論
過
程
は
、
こ
れ
を
次
の
よ
う
な
式
型
に
お
い
て

素
描
的
に
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

(6
) 

トA. 
(ZMlvz

:)>
Z: 

法的決定に至る推論の論理構造（吉野）

(ZH
•
Z:>>
Z:

（Z
H↓
Z
H・
し
＞l
Z
J
l
v
l
z

Z
L
H
河
問
問
悦
昔
、
汁
（
油
輸
問

B
R
割
削
D
d
R哨
酋
ω
営
汁
）

(7
) 

I:¥.'.) 

（Z
N↓
Z
N－
H）
＞Z
N・
H

（Z
N↓
Z
N・
回
）
＞
Z
M
L

17 



（Z
N↓

Z
N・
ぉ
）
＞lZ
N・
お
↓
J
Z
N

Z
N
F
H河
関
川
明
営
汁
（
滴
冊
同
志
一
円
割
尚

B
R
哨
宮
川
明
営
汁
）

18 

(8
) 

== 

~ ~ 
•• 
z r: 
>> 
戸戸
|| 

（Z
S↓
z
a－
s）
＞z
a－
s｜
｜
↓

F
H
Z
S

芦
川
河
帯
悦
昔
、
汁
（
Z
S
F仲
間
附B
w
m尚
G

詐
湘
作
「
八
郷
迫
仙
昔
、
汁
）

こ
の
よ
う
な
仕
方
で
、
よ
り
一
般
的
法
規
範
的
命
題
は
、
個
々
の
法
的
な
諸
経
験
か
ら
い
わ
ば
下
か
ら
上
へ
の
方
向
で
（
帰
納
の
方
向

に
お
い
て
）
体
系
的
に
論
理
的
推
論
を
通
じ
て
吟
味
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
反
証
さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
さ
も
な
く
ば
支
持

さ
れ
う
る
も
の
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

(7
) 

の
論
理
構
造
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て

法
的
決
定
に
至
る
推
論
は
、
「
モ
l

デ
ス
・
ト

1

レ
ン
ス
」
と
し
て

同w

「
広
義
に
お
け
る
モ
l

デ
ス
・
ト
1

レ
ン
ス
」
と
し
て
の

法
的
決
定
に
至
る
推
論
の
論
理
構
造

前
節
に
お
い
て
、
私
は
、
法
的
決
定
に
至
る
推
論
を
「
モI
デ
ス
・
ト

l

レ
ン
ス
」
と
い
う
論
理
形
式
を
も
っ
た
反
証
推
論
と
し
て

説
明
し
た
。

こ
の
反
証
推
論
過
程
に
お
い
て
は
、
普
遍
的
、

よ
り
一
般
的
法
規
範
的
命
題
と
よ
り
個
別
的
、
具
体
的
法
規
範
的
命
題

｜
｜
後
者
の
反
証
に
よ
っ
て
前
者
が
反
証
さ
れ
る
！
l

ー
と
の
聞
に
は
論
理
的
演
緯
の
関
係
が
妥
当
す
る
。
し
か
し
、
法
規
範
的
命
題
の



反
証
の
際
に
、
完
全
に
は
古
典
的
論
理
学
の
意
味
に
お
け
る
「
モ
l

デ
ス
・
ト

l

レ
ン
ス
」
と
同
一
で
は
な
い
が
、

な
お
「
モ

l

デ

ス
・
ト

I

レ
ン
ス
」
と
類
似
し
た
推
論
形
式
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
を
、
私
は
、
「
広
義
に
お
け
る
モ
l
デ
ス
・
ト
l
レ

こ
の
推
論
は
、
と
り
わ
け
（
い
わ
ゆ
る
目
的
論
的
解
釈
の
際
に
行
な
わ
れ
る
）
法
規
範
的
命
題
の
適
用
効
果
の
評
価

を
通
じ
て
な
さ
れ
る
反
証
の
場
合
に
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
効
果
評
価
を
通
じ
て
な
さ
れ
る
法
的
決
定
に
至
る
推
論
は
、
次

ン
ス
」
と
名
付
け
る
。

の
ご
と
き
も
の
で
あ
る
。
人
が
あ
る
法
規
範
的
命
題
あ
る
い
は
（
法
規
範
的
諸
命
題
か
ら
成
る
）
解
釈
学
説
を
採
用
す
る
（Z
P
）
と
、
そ

の
よ
う
な
法
規
範
的
命
題
の
適
用
の
効
果
と
し
て
一
定
の
現
象
白

g
o
y
a
E
ロ
巴
（
伊
－z
F
－
N・F
－
ど
：
：
：
w
F
J
）
が
結
果
と
し
て
生

じ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
効
果
の
い
く
つ
か
は
否
定
的
に
評
価
さ
れ
る
。
そ
こ
か
ら
、
吟
味
さ
る
べ
き
も
と
の
法
規
範
的

命
題
の
否
定
的
評
価
を
帰
結
す
る
。

右
の
推
論
も
、

「
モ
！
デ
ス
・
ト
I

レ
ン
ス
」
と
類
似
し
た
反
証
推
論
の
論
理
構
造
を
有
し
て
い

る
。
こ
の
推
論
の
論
理
構
造
は
次
の
よ
う
に
こ
れ
を
定
式
化
し
て
示
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
伽
）
（Z
P
l
↓
回
：
）
＞
（Z
P
l
↓
出
回
二
）
＞
：
：
：
＞
（

Z
P
！
↓
伊
・
し
＞
l
F
－
a↓

l
z
p

法的決定に至る推論の論理構造（吉野）

右
の
反
証
推
論
に
お
い
て
は
、
そ
の
要
素
式
で
あ
る
次
の
式
が
基
本
式
型
で
あ
る
。

（
偽
）
（Z
P
｜
↓
回
7
8
）
＞l
回
7
s↓

l
z
s

こ
の
式
は
次
の
よ
う
に
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
「
あ
る
法
規
範
的
命
題
の
採
用
（Z
P
）
か
ら
そ
の
適
用
の
効
果
と
し
て
一
定
の
現
象

（
伊
・
し
が
伴
な
う
。
し
か
し
、
そ
の
現
象
は
規
範
的
に
否
定
的
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
（

l
F
－
s）
。
そ
こ
か
ら
、
当
該
の
法
規

範
的
命
題
の
採
用
は
規
範
的
に
否
定
的
に
評
価
さ
る
べ
き
で
あ
る
（
l
z
p
）
と
い
う
こ
と
が
帰
結
さ
れ
る
。
」
こ
の
推
論
形
式
は
「
モ

ー
デ
ス
・
ト

l

レ
ン
ス
」
と
そ
の
推
論
構
造
が
似
て
い
る
。
こ
の
推
論
式
型
を
、
私
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
「
広
義
に
お
け
る
そ
l

デ

ス
・
ト
I
レ
ン
ス
」
と
名
付
け
る
の
で
あ
る
。

「
広
義
に
お
け
る
そ1
デ
ス
・
ト
l

レ
ン
ス
」
を
通
じ
て
（
暫
定
的
に
）
支
持
さ
れ
う
る
法
規
範
的
命
題
に
至
る
法
的
決
定
の
全
推
論
過19 



程
は
、
こ
れ
を
、
固
有
の
意
味
に
お
け
る
「
モ
l
デ
ス
・
ト
l
v
ン
ス
」
に
よ
っ
て
法
的
決
定
に
至
る
上
述
の
全
推
論
過
程
の
場
合
と

同
様
の
形
で
示
す
こ
と
が
で
き
よ
う
（
そ
の
よ
う
な
素
描
は
こ
こ
で
は
省
略
す
る
）
。

20 

形
式
化
（
九
四
）

（
的
）
に
お
い
て
、
特
別
の
演
算
記
号
「l
↓
」
お
よ
び
「
！
」
が
使
用
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
推

（
特
別
な
）
論
理
的
性
格
を
単
純
か
つ
容
易
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
し
か

お
よ
び

論
酬
の

し
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
こ
の
形
式
化
は
、
古
典
的
数
学
的
論
理
学
の
形
式
化
か
ら
離
脱
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
当
該
の
推
論

式
型
「
広
義
に
お
け
る
モ
I

デ
ス
・
ト
l
レ
ン
ス
」
を
正
確
に
論
理
的
に
妥
当
な
も
の
と
し
て
証
明
し
、
法
的
決
定
に
至
る
推
論
を
古

典
的
数
学
的
論
理
学
の
適
用
に
よ
っ
て
正
確
に
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
、
こ
の
拡
大
さ
れ
た
形
式
化
（
九
四
）

（
日
）

を
、
古
典
的
数
学
的
論
理
学
の
形
式
へ
と
置
き
換
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
以
下
に
お
い
て
、
私
は
、

お
よ
び

（
拘
）

一
つ
の
例
と
し
て
そ
の
よ
う

な
試
み
を
提
示
し
た
い
と
思
う

そ
の
よ
う
な
置
き
換
え
に
際
し
て
、
次
の
二
つ
の
点
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

一
方
に
お
い
て
、
実
践
的
反
証
、
す
な

わ
ち
、
効
果
の
規
範
的
に
否
定
的
な
評
価
を
い
か
に
論
理
形
式
化
す
べ
き
で
あ
る
か
、
と
い
う
問
題
が
存
在
す
る
。
右
の
式
の
前
提
の

第
一
の
部
分
に
お
け
る
命
題
記
号
「
伊
・
と
は
叙
実
的
に
真
と
評
価
さ
る
べ
き
で
あ
る
に
対
し
、
第
二
の
部
分
に
お
け
る
同
記
号
は
い

わ
ば
規
範
的
に
偽
と
評
価
さ
る
べ
き
で
あ
る

一
つ
の
式
の
中
に
あ
ら
わ
れ
た
同
一
の
命
題
記
号
を
同
時
に
あ
る
と
こ
ろ
で
叙
実
的
真

あ
る
い
は
偽
と
評
価
し
、
別
な
と
こ
ろ
で
規
範
的
真
あ
る
い
は
偽
と
評
価
す
る
こ
と
は
、
論
理
的
操
作
に
と
っ
て
は
、
許
さ
れ
な
い
。

こ
の
問
題
性
を
考
慮
す
る
が
故
に
、
私
は
、
式
（
拘
）
お
よ
び

（
ぬ
）
に
お
い
て
は
式
（3
）
台、

ら

（5
）
と
は
異
な
っ
た
記
号
を
使

用
し
た
の
で
あ
る
。
（
3

）
か
ら
（
5

）
ま
で
の
場
合
に
お
い
て
は
、
各
命
題
記
号
は
規
範
的
真
理
値
に
よ
っ
て
統
一
的
に
評
価
さ
れ
う

る
の
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
、
否
定
に
際
し
て
論
理
的
困
難
は
表
わ
れ
な
い
。

し
か
し
、
他
方
に
お
い
て

規
範
適
用
の
効
果
を
い
か
に
論
理
的
に
定
式
化
す
べ
き
か
、

と
い
う
問
題
が
あ
る
。
（
九
四
）お
よ
び



円2
v

（
偽
）
に
お
い
て
は
、
私
は
、
（
3

）
か
ら
（
5

）
ま
で
の
式
に
お
け
る
含
意
記
号
と
は
異
な
っ
た
記
号
を
用
い
た
。
法
規
範
的
命
題
の

採
用
と
そ
の
適
用
の
効
果
の
関
係
を
完
全
に
正
し
く
形
式
化
す
る
た
め
に
は
、
な
お
因
果
関
係
の
論
理
的
形
式
化
の
問
題
を
解
決
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

勾
山H
＋
品
、

1
t
 「
広
義
に
お
け
る
そ
l

デ
ス
・
ト

I

レ
ン
ス
」
を
厳
密
に
形
式
化
す
る
際
に
、
こ
の
適
用
効
果
の
評
価
を
通
じ
て
な
さ
れ
る

法
的
反
証
推
論
の
論
理
構
造
を
、
補
助
的
な
形
成
規
則
お
よ
び
変
形
規
則
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
固
有
な
意
味
に
お
け
る
、
す

な
わ
ち
、
厳
密
に
論
理
的
意
味
に
お
け
る
「
モ
l

デ
ス
・
ト
l

レ
ン
ス
」
と
し
て
表
現
す
る
可
能
性
を
、
全
く
排
除
す
る
の
で
は
な

し、

し
か
し
、

私
は
、
「
広
義
に
お
け
る
モ
l

デ
ス
・
ト
l

レ
ン
ス
」
に
含
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
も
の
を
法
領
域
に
お
け
る
一
つ
の

普
遍
妥
当
的
な
前
提
と
し
て
補
助
的
に
付
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
れ
を
古
典
的
数
学
的
論
理
学
の
式
へ
と
変
換
す
る
可
能
性
を
も
見

る
の
で
あ
る
。
以
下
に
お
い
て
、
私
は
、
今
、
示
さ
れ
た
後
者
の
道
に
そ
っ
て
、

一
つ
の
例
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
変
換
を
試
み
た
い

と
思
う
。

法的決定に至る推論の論理構造（吉野）

私
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
法
的
推
論
に
お
い
て
は
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
前
提
が
暗
黙
の
う
ち
に
承
認
さ
れ
て
い
る
。

（
叩
）
「
法
規
範
的
命
題
（
法
規
範
お
よ
び
法
解
釈
学
説
を
含
む
）
の
適
用
が
一
つ
の
否
定
的
に
評
価
さ
る
べ
き
現
象
を
生
じ
せ
し
め
る

な
ら
ば
、
そ
の
法
規
範
的
命
題
も
ま
た
否
定
的
に
評
価
さ
る
べ
き
で
あ
る
」

こ
れ
は
、
こ
こ
で
は
、
論
理
規
則
と
し
て
で
は
な
く
、
（
論
理
的
操
作
の
際
の
）
一
つ
の
前
提
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

も
し
こ
の
前
提
が
付
加
的
前
提
と
し
て
付
け
加
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
適
用
効
果
の
評
価
を
通
じ
て
な
さ
れ
る
法
的
反
証
推
論
、
す
な
わ

ち
、
「
広
義
に
お
け
る
モ
l

デ
ス
・
ト

l

レ
ン
ス
」
は

次
の
よ
う
に
古
典
論
理
学
的
に
妥
当
な
推
論
と
し
て
再
構
成
さ
れ
う
る
。

な

お
、
次
の
よ
う
な
記
号
を
次
の
よ
う
な
表
現
の
た
め
に
用
い
る
。

Z
（
・
）

－
声
時
諸
制
聞
き
砂
翻
（
時
満
齢
社
h
q
，
時
滴
強
出
品
作
剛
出
品
川
時
昨
）

A
，

M
V
N
V

＠
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σ3 . 
（
∞
（
ω
同
）
↓Z
S
（
タ
）
）
↓
Z
S
（p
）

m
－w
M－w
冨
・
司
・

'J 

ZHq

(p
) 

∞
－w
ω－w
冨
・
司
・

こ
の
よ
う
な
仕
方
で
「
広
義
に
お
け
る
モ
l

デ
ス
・
ト

l

レ
ン
ス
」
と
し
て
の
法
的
反
証
推
論
の
論
理
構
造
は
古
典
的
数
学
的
論
理

学
的
形
式
へ
と
再
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
私
は
、
か
な
ら
ず
し
も
右
の
書
き
換
え
が
最
善
の
も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る

も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
解
決
の
一
つ
の
可
能
性
に
す
ぎ
な
い
。
よ
り
良
き
解
決
を
見
つ
け
る
こ
と
を
、
私
は
、
別
の
機
会
に
試
み
た

い
と
思
う
。

本
章
の
最
後
に
、
以
上
述
べ
ら
れ
て
き
た
推
論
式
型
、
す
な
わ
ち
、
固
有
な
意
味
に
お
け
る
「
モI
デ
ス
・
ト
1

レ
ン
ス
」
お
よ
び

「
広
義
に
お
け
る
そ1
デ
ス
・
ト
l
レ
ン
ス
」
は
決
定
が
問
題
と
な
る
法
的
な
推
論
の
基
本
式
型
と
し
て
妥
当
す
る
、
と
い
う
こ
と
が

法的決定に至る推論の論理構造（吉野）

強
調
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
今
日
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
に
お
い
て
も
ま
た
日
本
国
に
お
い
て
も
、
法
的
決
定
は
法
規
か
ら
の
直
接
の
演

ハH
H〉

揮
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
法
規
と
生
活
事
態
と
の
聞
の
「
考
察
の
絶
え
ま
な
い
交
互
作
用
、
す
な
わ
ち
、
往
来
」
（
同
・
出
口
包
田

O
V）
あ
る

（
お
）

い
は
「
対
応
に
持
ち
こ
む
こ
と
」
（
〉
ユ
げ
日
開S
同B
S

ロ
）
を
通
じ
て
発
見
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
支
配
的
な
見
解
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
「
考
察
の
絶
え
ま
な
い
交
互
作
用
、
す
な
わ
ち
、
往
来
」
の
関
係
は
、
こ
れ
を
そ
の
論
理
的
構
造
に
お
い
て
み
る

と
、
広
義
、
あ
る
い
は
固
有
な
意
味
に
お
け
る
「
モ
l

デ
ス
・
ト

l

レ
ン
ス
」
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
推
論
式
型
は
、
時

の
経
過
と
共
に
生
じ
る
社
会
経
済
的
状
況
の
変
化
に
基
づ
い
て
行
な
わ
れ
る
法
規
解
釈
の
変
更
や
新
し
い
立
法
の
際
の
思
考
過
程
に
も

妥
当
す
る
。

（1
）
ポ
パ
ー
ら
に
代
表
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
批
判
的
合
理
主
義
（
宵
宮
田
ロ
ゲ
耳
切

m
E
o
s－z
s
g
）
の
法
領
域
へ
の
適
用
に
関
し
て
は
、
最
近
、
比
較
的
熱
心
に
試
み
ら
れ

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
例
え
ば
、
参
照
、
同
－k
p含
虫
色
Y
均
四
百
定
的
自
宮
内
向

m
a
k・言
句
室
内
時
R
b

ユ
尽
な
ま
口
と
・
冨
門
戸
ロ
ロ
げ

3
5
3

一
吋
－L『
－m
r
w
o
p門
川
崎
・
喜
三
旬
、

o
F白
血
事
ど
な
せ

』W
D
F宮
内
定
詰
同
S
S

帆
喜
久
ま
帆Z
F
己
防
回
目0
5
3
同
円
。
巴
一Hy
mロ
H
H
d
司
O
E
E
o
F
H
H
S
F
Z
当
時
間
由
自
由
岳
民
許
信
ロ
仏Wユ
江
田
口
町
耳
切
主
目
。
回
向
島
田

E
g
g
－
吉
一
同
曲
目
宮
崎
H
F
S之
臨

N
O
S
C
・
m
－
S
1
宏
一
（
回
）0
σ
S
F
m－
M
N品
l
N
t
一
g

各
〉
・

M
M
O
色
∞
ロY
巧
。
ユ
ロ
ロ
何
回
忌
司
書gg
H
H
S
V
Y
Z一
九
同
町
回
出
（58
γ
m－
H
g
l
N
N
ω
・
し
か
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し
、
ポ
パ
l

の
反
証
理
論
の
法
的
推
論
へ
の
適
用
は
、
私
が
知
る
限
り
、
本
稿
の
よ
う
に
明
白
に
か
つ
徹
底
し
て
遂
行
せ
ら
れ
て
い
る
例
は
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
存
在

し
な
い
。

（2
）
出
・
吋
g
E
5

・
盟
申
図
。
回
目
。
仏
2
F
。
E
r
z
p
吋

3
g

号
品
。
吋

C
S
S
F
S
事
冊
目
骨
骨
田H
H
O
O
Y
S（切
丘
可9m
g
B

。
σ
g
m叫S
自
己
申
ロ
唱
曲
目
件
付g
m
『
佃
民
営
吋

弓
，H
H
E

－V
Y
2
5

這
（
ベ
g
z
g

（
弓
）
・
）
法
お
よ
び
正
義
理
論
へ
の
反
証
理
論
の
適
用
の
基
本
テ

l

ゼ
お
よ
び
基
本
的
分
析
は
、
私
は
こ
れ
を
一
九
七
四
年
十
一

月
の
日
本
法
哲
学
学
会
の
年
次
大
会
に
お
い
て
報
告
し
て
い
る
。
吉
野
一
「
正
義
と
論
理
｜
正
義
推
論
に
お
け
る
演
揮
的
方
法
の
役
割
」
『
正
義
、
法
哲
学
年
報
一
九

七
四
』
有
斐
閣
一
九
七
五
年
、
三
八
頁
｜
六
八
頁
。

（
お
）
こ
こ
で
個
別
的
具
体
的
法
規
範
命
題
の
導
出
の
問
題
と
の
関
連
で
次
の
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
普
遍
的
命
題
か
ら
個
別
的
命
題
を
導
出
す
る
こ
と
は
、
全
称

例
化
の
論
理
法
則
に
基
づ
い
て
論
理
的
な
演
鐸
と
し
て
可
能
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
一
般
的
抽
象
的
な
命
題
か
ら
具
体
的
命
題
を
導
き
出
す
こ
と
は
、
後
者
は
前
者
よ

り
も
豊
か
な
内
容
を
も
つ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
、
論
理
は
前
提
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
の
み
を
結
論
に
お
い
て
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
そ
れ

だ
け
で
は
直
接
論
理
的
推
論
と
は
な
り
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
よ
り
一
般
的
な
法
規
範
的
命
題
か
ら
よ
り
具
体
的
な
法
規
範
的
命
題
を
導
く
に
際
し
て
は
、
前
者
の

抽
象
性
と
後
者
の
具
体
性
と
を
架
橋
す
る
付
加
的
前
提
が
そ
こ
に
括
入
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
付
加
的
前
提
を
括
入
す
る
な
ら
ば
、
具
体
的
法
規
範
的

命
題
は
一
般
的
抽
象
的
法
規
範
的
命
題
と
こ
の
付
加
前
提
と
か
ら
の
論
理
的
演
鐸
と
な
り
う
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
参
照
、
吉
野
一
前
掲
論
文
五
七
頁
｜

五
九
頁
。
こ
こ
で
は
、
一
つ
の
よ
り
一
般
的
法
規
範
的
命
題
ば
か
り
で
な
く
右
の
具
体
化
を
表
わ
す
付
加
的
前
提
を
含
め
て
諸
命
題
か
ら
成
る
一
つ
の
法
解
釈
学
的
理

論
あ
る
い
は
説
を
よ
り
一
般
的
法
規
範
命
題
｜
そ
れ
を
混
同
と
表
現
し
た
の
で
あ
る
が
！
と
呼
ん
で
い
る
わ
け
で
あ
る
。

（
部
）
注
（
ゐ
）
に
お
い
て
指
摘
せ
ら
れ
た
よ
う
な
、
反
証
推
論
に
お
い
て
吟
味
さ
れ
る
個
別
的
具
体
的
法
規
範
的
命
題
の
導
出
に
際
し
て
付
加
的
前
提
を
必
要
と
す
る
よ

う
な
場
合
に
お
い
て
は
、
右
の
Z

の
中
に
こ
の
付
加
的
前
提
も
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
諸
命
題
の
複
合
か
ら
成
る
芦
の
否
定
は
、
そ
れ
を
構

成
す
る
個
々
の
命
題
の
ど
れ
を
否
定
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
決
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
一
つ
の
一
般
的
法
規
範
的
命
題
（

Z
e
）
と
具
体
化
を
表
わ
す
命

題
（
Z
5
）
と
か
ら
Z
H
が
成
り
立
つ
と
す
る
と
き
、
Z
H
の
否
定
は
、
Z
Z
と

Z
忌
の
ど
ち
ら
が
否
定
さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
ま
た
両
方
と
も
否
定
さ
れ
る
か
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
論
理
的
に
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
てZ
H
の
否
定
の
場
合
に
そ
の
構
成
要
素
と
し
て
の
諸
命
題
の
ど
れ
が
否
定
さ
れ
る
べ
き
か
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
ま
た
一
連
の
推
論
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
際
に
も
、
そ
の
推
論
は
右
の
モ
l
デ
ス
・
ト
l
レ
ン
ス
か
ら

な
る
反
証
推
論
の
基
本
構
造
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（3
）
簡
略
表
方
法
に
つ
い
て
は
参
照
、
ド
回
－H
・
寸9
5
5

冊
目
。
・
出
－
m
o
y
z
z
o
F
C
3
5
忌
ι何
回
恒
三
五
の
『
同
炉
事
円
四
ミ
ミ

S
3
8
h
出
ミ
均
S
F
H曲
目o
t
p
切
仏
－
H－
P
旨
伊
各

σ
・

冨
官
。
宮
ロ
巴
戸

m
－
ω
O
R

同
じ
く
参
照
、
タ
ン
メ
ロ
（
平
・
吉
野
訳
）
『
法
論
理
学
の
原
理
と
方
法
』
慶
臆
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
刊
一
九
七
一
年
、
二
一
頁
以

下
。

（4
）
本
稿
第
二
章
参
照
。

（5
）
そ
こ
か
ら
恐
ら
く
、
人
は
、
「
外
的
正
当
化
」
と
い
う
名
称
の
問
題
性
を
も
帰
結
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
（
な
お
本
稿
第
六
章
注
（

1

）
参
照
）
。

（6
）
こ
の
個
別
的
具
体
的
法
規
範
的
命
題
の
反
証
は
如
何
に
し
て
遂
行
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
、
こ
こ
で
も
、
そ
の
反
証
過
程
に
推
論
が
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
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法的決定に至る推論の論理構造（吉野）

推
論
式
型
「
モl
デ
ス
・
ト
l

レ
ン
ス
」
が
妥
当
し
て
い
る
に
違
い
な
い
、
と
考
え
る
．
こ
の
よ
う
に
し
て
遡
る
究
極
の
要
素
的
法
規
範
的
命
題
は
、
も
は
や
そ
の
究

極
性
の
ゆ
え
に
、
推
論
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
一
つ
の
主
観
的
価
値
判
断
に
よ
っ
て
選
択
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
右
に
述
べ
た
こ
と
は
、
次
章

に
お
い
て
論
究
す
る
と
こ
ろ
「
広
義
に
お
け
る
モ
l

デ
ス
・
ト
l

レ
ン
ス
」
と
し
て
の
法
適
用
の
効
果
の
評
価
に
よ
る
反
証
推
論
に
と
っ
て
も
妥
当
す
る
．

（
伽
）
右
（
注
（6
）
）
の
法
的
決
定
の
究
極
的
な
主
観
性
と
い
う
こ
と
を
度
外
視
し
て
も
、
法
的
決
定
が
立
証
と
い
う
形
で
は
な
く
反
証
と
い
う
形
で
の
み
基
礎
づ
け
ら

れ
う
る
と
い
う
こ
と
は
、
法
適
用
に
お
け
る
正
当
化
は
、
厳
密
な
意
味
に
お
け
る
正
当
化
で
は
な
く
て
暫
定
的
な
正
当
化
に
と
ど
ま
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ

ろ
う
。
と
い
う
わ
け
は
、
正
当
化
過
程
に
用
い
ら
れ
る
諸
前
提
は
最
終
的
に
は
、
論
理
的
演
揮
で
は
な
く
て
、
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
決
定
は
立
証

と
い
う
形
で
は
な
く
反
証
と
い
う
形
で
の
み
為
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
、
す
な
わ
ち
、
反
証
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
意
味
に
お
い
て
暫
定
的
に
支
持
さ
れ
る
と
い
う
形
で

の
み
基
礎
づ
け
ら
れ
う
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
正
当
化
は
、
一
般
的
に
暫
定
的
あ
る
い
は
仮
定
的
性
格
を
も
っ
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
正
当

化
は
、
そ
の
際
依
拠
す
る
諸
前
提
が
妥
当
す
る
と
い
う
前
提
に
お
い
て
の
み
成
り
立
つ
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
諸
前
提
の
妥
当
性
は
暫
定
的
に
の
み
可

能
で
あ
り
う
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

（7
）
こ
の
「
モ

l

デ
ス
・
ト
l

レ
ン
ス
」
と
い
う
基
本
式
型
と
そ
れ
か
ら
成
る
、
こ
こ
で
素
描
的
に
表
現
さ
れ
た
全
思
考
過
程
の
式
型
は
、
時
の
経
過
と
共
に
法
的
決

定
が
変
化
す
る
と
い
う
こ
と
を
説
明
す
る
際
に
も
当
て
は
ま
る
（
本
稿
注
（
日
）
参
照
）
。

（8
）
法
領
域
に
お
け
る
効
果
評
価
に
つ
い
て
は
ぐ
包
－

k
r・
M
M
a
H
g
Y
8
・
丘
f
m
－
z
m
l
M
M
ω
・
吉
田σ
－
m
－
M
O
H・

（9
）
そ
の
よ
う
な
素
描
は
、
本
稿
に
お
け
る
式
型
（6
）
か
ら
（
8

）
ま
で
と
全
く
同
様
な
も
の
と
な
ろ
う
。

（
叩
）
こ
の
演
算
記
号
は
、
こ
こ
で
は
、
た
だ
こ
こ
で
取
り
扱
わ
れ
た
推
論
の
論
理
構
造
を
単
純
に
か
つ
容
易
に
理
解
し
う
る
た
め
に
の
み
導
入
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
．

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
演
算
記
号
に
よ
っ
て
さ
ら
に
正
確
な
論
理
計
算
を
遂
行
す
る
た
め
に
は
、
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
概
念
の
し
っ
か
り
と
し
た
定
義
、
す
な
わ
ち
、

こ
れ
ら
に
関
す
る
形
成
規
則
の
拡
大
の
意
味
論
的
基
礎
づ
け
が
必
要
で
あ
る
。
私
は
、
今
、
こ
の
間
題
に
こ
れ
以
上
入
っ
て
い
こ
う
と
は
思
わ
な
い
。
式
を
よ
り
容
易

に
読
み
か
つ
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
こ
れ
ら
の
演
算
記
号
を
導
入
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
必
要
な
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
日
）
本
稿
第
二
章
参
照
。

（
ロ
）
人
は
、
本
稿
に
お
け
る
形
式
化
（
式
（
3

）
か
ら
（8
）
ま
で
）
に
お
け
る
よ
う
に
、
論
理
的
帰
結
関
係
を
含
意
記
号
を
用
い
て
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

し
、
因
果
関
係
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
効
果
関
係
を
含
意
記
号
に
よ
っ
て
直
接
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
問
題
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
行
な

う
場
合
に
は
、
そ
の
よ
う
な
含
意
記
号
の
た
め
の
特
別
の
規
則
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

（
日
）
こ
こ
で
命
題
（
叩
）
の
「
当
為
的
要
素
」
が
述
語
記
号
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
（
式
（

1

）
参
照
）
。

（M
）
同
・
回
ロE
3
y
w
F畠
な
n
E
忌
宗
門
抽
出
3
3

ミ

c
s
a
N
8
9室内
、
暗
唱
、

H
－
言
句
・
図
。
広
曲
目

σ
z
m
s
h
H
M
・
M
－
〉
ロ
凶
－E
G
O－
m
－
H
U・

（
日
）
〉
ユ
｝
旨
『
同
伊
良
g
m
P
U
P
A
S
N
O

同
州
国s
a
a
匂
Q
H
Hミ
丸
町
t
h
E
z

－
－
－N
S
N町
内
口F
由
主
N
V公
司
令
句
き
喧
E
F
S
之
さ

S

凶1
q
3
5同
母
Z
E
Z

巴
a
・
m
－
M
ω一
g
o
y

与
畑
町
四
骨
5
E
Z
H
P
E

－
－
尽
き
さ
と
宮
さ
と
と
さ
司
g

仏
国
内
－hH
R内D
S
S

＆
s
g

司
s
p
p
g
w
E
ユ

9
・
冨
・
巴
斗N
－
m
－
M
斗N
l
ω
N
0

・
m
・
8
N
・

8
）
こ
の
こ
と
を
、
私
は
H
・
T

・
ク
ラ
ミ
（
同F
5
0
に
よ
っ
て
主
催
さ
れ
た
一
九
七
九
年
十
二
月
十
三
日
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ト
ル
ク
（
寸
号
付
信
）
に
お
け
る
法
律
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学
に
お
け
る
歴
史
的
方
法
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
議
論
に
供
し
た
。
私
の
主
張
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

法
規
範
的
命
題
（
法
規
範
お
よ
び
法
解
釈
学
説
を
否
む
）
（
Z
H）
は
時
点
l

（N
－
H
）
に
お
い
て
規
範
的
に
肯
定
的
に
（
正
し
い
）
と
評
価
さ
れ
る
。
（
し
た
が
っ
て

そ
れ
は
支
持
さ
れ
る
J

し
か
し
時
の
経
過
と
共
に
、
社
会
経
済
的
状
況
が
変
化
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
国
民
感
情
あ
る
い
は
価
値
観
も
変
化
す
る
。
そ
の
結
果
時
点

2

（N
－
M
）
に
お
い
て
は
そ
れ
は
規
範
的
に
否
定
的
に
（
正
し
く
な
い
）
と
評
価
さ
れ
る
（
反
証
さ
れ
る
）
。
そ
の
場
合
、
い
ず
れ
も
、
適
用
効
果
の
評
価
が
行
な
わ
れ
る
．

こ
の
思
考
過
程
の
全
論
理
構
造
は
、
次
の
よ
う
な
式
型
で
こ
れ
を
素
描
的
に
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
．

（a
）
N
－
r
H

（Z
l
↓
回
：
）
＞
国H・
M・
－
：
：

Z
Z
H
F
H

同
帯
叫
営
け

（b
）
N
－
N
H

（Z
H・I
－
↓
出
回
二
）
＞
l
F
－
H↓

1
F
Z
H
F

仲
間
関
併
含
汁

（
巴
）
N
・
M
l
H（
戸
｜
↓
回T
M）
〉
1
F
・
同
↓
l
z
z
v

存
知
間
仙
営
汁

（d
）
N
－
M・
H

（Z
M｜
↓

F
－
a）
＞F
・
8
j
a－
－Z
M
Z
N
F
H

凶
附
帯
悦
営
汁

右
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
法
規
解
釈
の
変
更
あ
る
い
は
新
立
法
の
際
の
法
的
決
定
の
論
理
構
造
は
「
広
義
に
お
け
る
モ

l

デ
ス
・
ト
l

レ
ン
ス
」
の
推
論
式
型
で
あ

る
。
（
b
）
は
、
時
点2
に
お
い
て
も
法
規
範
的
命
題
（
芦
）
の
適
用
に
よ
っ
て
同
じ
現
象
（
回
：
）
が
生
じ
る
が
、
こ
れ
は
時
の
経
過
に
伴
う
国
民
感
情
の
変
化
、
よ
り

正
確
に
言
う
と
評
価
の
規
準
の
変
化
に
よ
っ
て
否
定
的
に
評
価
さ
れ
る
（
｜
回
：
）
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら

Z
H
が
否
定
的
に
評
価
さ
れ
る
（l
F
）
と
い
う
こ
と
が
帰
結

さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
（C
）
は
、
時
点
2

に
お
い
て
社
会
経
済
的
状
況
の
変
化
に
基
づ
い
て
足
回
の
適
用
に
よ
っ
て
別
の
現
象
（
回
：
）
が
生
じ
、

そ
し
て
そ
れ
が
否
定
的
に
評
価
さ
れ
る
（
l

回
；
）
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
芦
が
否
定
的
に
評
価
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
帰
結
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
．

（
と
お
よ
び
（
d

）
に
お
け
る
支
持
で
き
る
と
い
う
決
定
に
お
い
て
は
、
一
回
だ
け
の
吟
味
で
は
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
く
て
、
多
く
の
吟
味
を
行
な
う
必
要
が
あ
る
．

（
本
稿
の
形
式
化
（8
）
を
参
照
）
。

五

判
決
に
あ
ら
わ
れ
た
法
的
決
定
に
至
る
推
論
の
論
理
分
析

私
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
多
く
の
判
決
の
な
か
に
そ
の
論
理
構
造
が
「
モ
l

デ
ス
・
ト
l

レ
ン
ス
」
ま
た
は
「
広
義
に
お
け
る
そ
l

デ

ス
・
ト
I
レ
ン
ス
」
で
あ
る
よ
う
な
推
論
が
存
在
す
る
。
私
は
、
以
下
に
お
い
て
、
西
ド
イ
ツ
の
判
決
、
す
な
わ
ち
連
邦
刑
事
裁
判
所

の
判
決
の
枠
の
中
か
ら
そ
の
よ
う
な
一
つ
の
例
を
選
び
、
判
決
理
由
に
表
わ
れ
た
か
ぎ
り
で
の
法
的
決
定
に
至
る
推
論
の
論
理
構
造
を

分
析
し
て
、
そ
れ
が
「
広
義
に
お
け
る
そ

l

デ
ス
・
ト

l

レ
ン
ス
」
の
論
理
構
造
を
有
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
例
に
よ
っ
て
裏
づ
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け
た
い
と
思
う
。

旬
。
同
宗
N
F
ω
0・
〕
こ
の
判
決
に
お
い
て
は
刑
法
典
第
八
六
条
a

第
一
項
の
意
味
に
お
け
る
標
示
（
同
S
E
0
5
8

）
の
使
用
の
基
準

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
同
条
は
次
の
と
お
り
。

「
第
八
六
条
a
H

憲
法
違
反
の
組
織
の
標
示
の
使
用
。
川
本
法
の
場
所
的
効
力
範
囲
内
に
お
い
て
第
八
六
条
第
一
項
、
第
二

項
お
よ
び
第
四
項
に
表
示
さ
れ
た
政
党
お
よ
び
団
体
の
標
示
を
公
に
：
：
：
広
め
た
も
の
は
、
三
年
ま
で
の
自
由
刑
あ
る
い
は

罰
金
刑
に
よ
っ
て
処
罰
さ
れ
る
」

判
決
理
由
の
な
か
に
｜
｜
事
実
は
こ
こ
で
の
推
論
の
論
理
分
析
に
と
っ
て
重
要
で
は
な
い
の
で
こ
れ
を
省
略
す
る
1
l

次
の
よ
う
な

推
論
が
み
ら
れ
る
（
な
お
、
推
論
を
構
成
す
る
要
素
命
題
へ
の
傍
線
の
添
付
な
ら
び
に
そ
れ
を
表
わ
す
記
号
の
括
入
は
筆
者
に
よ
る
）
。

「
刑
法
典
第
八
六
条
a

は
：
：
：
構
成
要
件
の
な
か
に
具
体
的
危
険
の
な
ん
ら
の
基
準
を
含
ん
で
い
な
い
。
：
：
：
も
し
、
刑
法

法的決定に至る推論の論理構造（吉野）

典
第
八
六
条
a

に
お
い
て
立
法
者
が
具
体
的
危
険
を
前
提
し
て
い
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
検
事
総
長
に
よ
っ
て
も
シ
ュ
レ
ー
ダ

1

（m
o可
忠
司
）
に
依
拠
し
て
考
慮
さ
れ
た
解
釈
｜
｜
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
そ
の
標
示
の
使
用
は
使
用
の
状
況
が
危
険
を
示
唆
す

る
と
き
に
の
み
構
成
要
件
に
該
当
す
る
l
l

に
従
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
日
）
そ
の
よ
う
な
解
釈
（
Z
P
）
は
そ
の
規
定
の
実
際
的
適
用
に
お
い
て
具
体
的
危
険
犯
の
構
成
の
際
と
同
様
の
結
果
を
も

た
ら
す
（
回
匂
じ
で
あ
ろ
う
。

（
げ
）
そ
れ
（
Z
S
）
は
さ
ら
に
実
務
に
お
い
て
包
摂
の
際
に
非
常
に
大
き
な
困
難
と
不
安
定
さ
と
を
も
た
ら
す

a
p
L）
で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
多
く
の
場
合
に
お
い
て
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
に
し
で
も
な
お
同
様
の
証
明
の
困
難
を
結
果
と

し
て
生
じ
せ
し
め
る
（
回
？
じ
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
臼
）
こ
の
こ
と
は
刑
法
政
正
特
別
委
員
会
の
考
慮
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
ま
さ
に
避
け
る
べ
き
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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お
よ
び （

日
）
ま
た
そ
の
解
釈
（
Z
a
し
で
も
っ
て
し
て
は
確
か
に
広
く
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
の
規
定
の
保
護
目
的
の
実
現
が
疑
わ
し

28 

い
こ
と
に
な
る
（
出
匂
じ
で
あ
ろ
う
）

き
て
、
私
は
、
右
に
引
用
し
た
判
決
の
推
論
を
右
に
与
え
た
記
号
を
用
い
て
命
題
論
理
的
に
形
式
化
し
た
い
と
思
う
。
（
日
）
、
（
げ
）

（
日
）
の
推
論
は
そ
れ
ぞ
れ
と
り
あ
え
ず
次
の
よ
う
に
定
式
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

19' 17' 16' 

z
p
l
↓
回
？

守で7 ，...、、

f ~ 
占と
CQ 日当
"' CQ 

> 
z 
~ 

• 
回
CQ 

右
に
引
用
し
た
判
決
文
に
お
い
て
は
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
の
コ
ン
メ
ン
タ

l

ル
に
依
拠
す
る
検
事
総
長
の
解
釈
を
採
用
す
る
と
生
じ
る

で
あ
ろ
う
と
こ
ろ
の
法
適
用
結
果
の
否
定
的
評
価
は
、
そ
れ
ほ
ど
明
示
的
に
は
表
現
さ
れ
て
は
い
な
い
。し
か
し
、
こ
の
判
決
に
お
い

て
そ
の
諸
結
果
が
否
定
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
文
脈
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
右
の
判
決
の
論
証
に
お
い
て
独
語

の
原
文
で
は
接
続
法
の
第
二
式
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
、
ま
た
裁
判
官
が
刑
法
改
正
特
別
委
員
会
を
引
き
合
い
に

に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
う
る
。
文
の
接

出
し
な
が
ら
こ
の
結
果
に
対
す
る
彼
の
否
定
的
評
価
を
（
間
接
的
に
）
述
べ
て
い
る
文
（
日
）

続
法
第
二
式
の
表
現
形
式
な
ら
び
に
部
分
的
に
暗
黙
の
う
ち
に
与
え
ら
れ
た
否
定
的
評
価
と
の
関
連
で
右
の
推
論
を
よ
り
正
確
に
定
式

化
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
以
下
の
式
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
日
）

（
げ
）

（
印
）

（Z
P
｜
↓
回
？
）
＞l
回
p

（
（Z
P
l
↓
閏
匂7
H）
＞
（Z
P
l
↓
国
字
国
）
）
＞
（

l

国
匂Z
＞
l

回
P
－N）

（Z
P
－
↓
回
？
）
＞1
国
h
M
N

同
様
に
、
今
述
べ
た
理
由
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
結
果
に
導
く
法
規
範
の
解
釈
自
体
が
判
決
に
お
い
て
は
推
論
の
帰
結
と
し
て
否
定
的



に
評
価
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
当
該
の
法
規
範
解
釈
の
こ
の
否
定
的
評
価
の
論
理
式
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
初
）

こ
の
式
は
典
型
的
に
「
広
義
に
お
け
る
そ
l
デ
ス
・
ト
l
レ
ン
ス
」
の
論
理
構
造
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
式
は
次
の
よ
う
に
「
広
義

に
お
け
る
モ
l
デ
ス
・
ト
l
レ
ン
ス
」
の
個
々
の
要
素
式
へ
と
そ
れ
を
分
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
日
）

a
 

（
げ
）

噌h
u

（
口
）

（
山
口
）

法的決定に至る推論の論理構造（吉野）

1
2
5
 

し
た
が
っ
て
、
右
の
推
論
全
体
は
次
の
よ
う
に
こ
れ
を
形
式
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(Mlm

) 

（
（
一
Z
P
－
↓
国
竺
）
＞l
回
？
）
＞
（
（
（

Z
P
｜
↓
回
9
・H）
＞
（Z
S
！
↓
回
？
・
同
）
）
＞

＞
（l
国
9
・H＞
l

国
字
国
）
）
＞
（
（

Z
P
l
↓
国
守
）
＞l
回
h
y）
↓
l
z
p

（Z
S
｜
↓
回
？
）
＞l
回
？
↓
l
z
p

（Z
S
l
↓
回
P
－H）
＞l
回
宇
H↓

l
z
s

（Z
S
l
↓
回
9
・M）
＞l
出
h
p
N↓

l
z
s

（Z
S
－
↓
回
？
）
＞i
国
？
↓
l
z
s

こ
の
判
決
に
お
い
て
は
、
さ
ら
に
別
の
部
分
の
推
論
も
同
様
に
「
広
義
に
お
け
る
モ
1

デ
ス
・
ト
l
レ
ン
ス
」
の
論
理
構
造
を
有
し

て
い
る
。
例
え
ば
、

今
引
用
し
た
と
こ
ろ
に
す
ぐ
後
に
続
く
論
証
に
お
い
て
も

別
の
解
釈
が
、
「
広
義
に
お
け
る
モ
l
デ
ス
・
ト
！

レ
ン
ス
」
の
論
理
構
造
を
と
も
な
っ
た
そ
の
よ
う
な
適
用
効
果
の
評
価
に
よ
る
反
証
推
論
に
よ
っ
て
反
証
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
推

論
の
論
理
形
式
化
は
こ
こ
で
は
紙
数
の
制
限
か
ら
こ
れ
を
も
は
や
行
な
わ
な
い
。

（1
）
こ
の
判
決
理
由
の
分
析
の
際
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
適
用
効
果
の
評
価
は
一
度
だ
け
で
は
な
く
、
通
常
幾
度
か
行
な
わ
れ
る
．
論
理
的
観
点
か
ら
言
え

ば
、
一
つ
の
反
証
で
十
分
で
あ
る
。
そ
れ
は
と
り
わ
け
固
有
の
意
味
に
お
け
る
「
モ
l
デ
ス
・
ト
l
レ
ン
ス
」
の
場
合
に
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
方
に
お
い
て
、

法
規
範
的
命
題
の
適
用
の
結
果
の
反
証
（
規
範
的
否
定
的
評
価
）
は
自
然
科
学
に
お
け
る
よ
う
に
問
主
観
的
に
は
行
な
わ
れ
え
ず
、
多
分
に
主
範
的
に
行
な
わ
れ
う
る
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に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
ま
た
他
方
に
お
い
て
、
法
規
範
的
命
題
の
適
用
と
そ
の
効
果
と
の
関
係
は
自
然
科
学
に
お
け
る
よ
う
に
そ
れ
ほ
ど
厳
密
に
確
定
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
か
ら
、
判
決
理
由
に
お
い
て
当
該
の
法
的
決
定
を
他
の
人
々
に
よ
り
よ
く
確
信
せ
し
め
る
た
め
に
、
そ
の
法
規
範
的
命
題
の
適
用
の
多
く
の
結
果
の
反
証
を
提
示

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
法
的
決
定
の
主
観
性
も
ま
た
よ
り
減
少
す
る
こ
と
に
な
る
。

30 

Fよa

/'¥ 

む

す

び

本
稿
に
お
い
て
、
私
は
、
法
的
決
定
に
至
る
法
的
推
論
の
論
理
構
造
を
明
ら
か
な
ら
し
め
よ
う
と
努
め
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
主
張

さ
れ
、
あ
る
い
は
証
明
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
テ
l
ゼ
は
、
こ
れ
を
以
下
の
リ
ス
ト
の
形
で
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

1 

法
適
用
に
お
い
て
、
正
当
化
が
問
題
と
な
る
か
ぎ
り
、
論
理
的
帰
結
関
係
が
そ
の
本
質
を
構
成
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、

た
だ
単

い
わ
ゆ
る
外
的
正
当
化
に
関
し
て
も
妥
当
す
る
。
そ
の
限
り
に
お
い

て
、
論
理
学
的
観
点
か
ら
は
前
者
と
後
者
の
聞
に
な
ん
ら
本
質
的
な
相
違
は
な
い
。

に
い
わ
ゆ
る
内
的
正
当
化
に
関
し
て
妥
当
す
る
ば
か
り
で
な
く
、

2 

法
的
正
当
化
の
際
に
持
ち
出
さ
れ
る
べ
き
諸
前
提
の
究
極
の
要
素
の
基
礎
づ
け
は
、
こ
れ
を
他
の
前
提
か
ら
論
理
的
に
正
当
化

す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
た
だ
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
に
す
ぎ
な
い
。

3 

法
的
推
論
の
論
理
構
造
を
分
析
す
る
た
め
に
、
古
典
的
数
学
的
論
理
学
の
方
法
を
適
切
に
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

4 

法
的
決
定
の
論
理
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
ポ
バ
I

の
反
証
理
論
の
テ
ー
ゼ
を
法
的
推
論
の
た
め
に
導
入
す
べ
き
で
あ

る
。5 

私
は
、
反
証
推
論
の
論
理
式
型
で
あ
る
「
モ
l
デ
ス
・
ト
l
レ
ン
ス
」
を
法
的
決
定
に
至
る
推
論
の
基
本
式
型
と
し
て
定
立
し

た
。6 

法
的
決
定
の
こ
の
論
理
構
造
は
、
こ
れ
を

一
方
に
お
い
て
、
厳
密
に
論
理
的
意
味
に
お
い
て
、
す
な
わ
ち
、
固
有
な
意
味
に



お
け
る
「
モ
l
デ
ス
・
ト
！
レ
ン
ス
」
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
に
お
い
て
は
、
普
遍
的
、よ
り
一
般
的
法
規
範
的
命

題
（
法
規
範
自
体
あ
る
い
は
法
解
釈
学
説
を
含
む
）

よ
り
具
体
的
法
規
範
的
命
題
へ
の
論
理
的
導
出
が
み
ら
れ
る
。
ま
た

か
ら
の
個
別
的
、

他
方
そ
れ
は
、
論
理
学
的
に
拡
大
し
た
意
味
に
お
い
て
、
す
な
わ
ち
「
広
義
に
お
け
る
モ
l
デ
ス
・
ト
I

レ
ン
ス
」
と
し
て
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
に
お
い
て
は
、
法
規
範
的
命
題
の
適
用
の
効
果
の
評
価
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
両
方
の
場
合
に
と
っ
て
、
そ

の
推
論
の
論
理
構
造
の
形
式
化
が
行
な
わ
れ
た
。

7

「
広
義
に
お
け
る
モ
l
デ
ス
・
ト
l
レ
ン
ス
」
と
し
て
の
法
的
決
定
に
至
る
推
論
の
論
理
構
造
が
、
西
ド
イ
ツ
連
邦
刑
事
裁
判
所

の
判
決
の
分
析
に
お
い
て
実
例
に
よ
っ
て
裏
づ
け
ら
れ
た
。

8 

以
上
の
テ
ー
ゼ
、
分
析
お
よ
び
証
明
に
基
づ
い
て
、
最
後
に
、
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
人

は
、
法
的
推
論
に
お
い
て
は
（
外
的
正
当
化
お
よ
び
外
的
正
当
化
の
可
能
性
の
問
題
よ
り
も
）
反
証
お
よ
び
反
証
可
能
性
の
問
題
に
よ
り
多
く

の
注
意
を
向
け
る
べ
き
で
あ
る
。

法的決定に至る推論の論理構造（吉野）

（l
）
し
た
が
っ
て
、
私
の
見
解
に
よ
れ
ば
（
外
的
正
当
化
）
と
い
う
言
葉
で
理
解
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
推
論
に
「
正
当
化
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
と
い
う
こ
と
自

体
、
必
ず
し
も
適
切
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
い
う
わ
け
は
、
こ
の
推
論
に
お
い
て
は
、
決
定
と
い
う
こ
と
が
よ
り
問
題
と
な
る
、
す
な
わ
ち
法
規
範
的
命
題

の
採
用
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
そ
し
て
こ
れ
は
最
終
的
に
は
論
理
的
に
正
当
化
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
立
証
（

4
2
5
N
即
時g

）
」

で
き
な
い
の
で
あ
り
、
た
だ
「
反
証
（PE
昌
弘
2
8

）
」
で
き
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

あ
と
が
き
本
稿
は
、
私
の
独
文
の
論
文

t

回
目

F
O
D
a
c出
国
∞
時
何
回
開
叶
口
切
り
出
回
〉

M
W
C
d冨回
一Z
4
〉
J
E
O
Z
回
一
回
口
出
国
匂
口
呂
田
4
H
m’

の
回
目Z

閏
Z
J門
∞
の
同
国
同
ロ
d
z
q
・
を
翻
訳
し
加
筆
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
右
の
独
文
の
論
文
は
、
一
九
七
九
年
十
二
月
十
日

j

十
二
日
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
の
ヘ
ル
シ
ン
キ
で
聞
か
れ
た
「
法
律
学
に
お
け
る
推
論
」
に
関
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
私
の
報
告
を
基
に
し
て
、
後
に
発
展
せ
し
め
た
も

の
で
あ
り
、
一
九
八
一
年
九
月
『
法
理
論
a
s
z
m
s
g
氏
。
）
』
の
特
別
第
二
巻
『
法
的
推
論
に
お
け
る
方
法
論
と
認
識
論
』
と
題
す
る
論
文
集
の
31 



な
か
に
収
め
ら
れ
た
（
す
な
わ
ち
、
宮
一
〉
・
〉
号
ロ
日

0
・
H・
Z
出
E
Z
。
S
F

匂
－d
g
ロ
巳
。
（
出
向
－
Y
尾
氏
示
。
含N
o
h
－
自
宗
主
周
忌
S

主
主
的
作
君
。
守
帆
骨
骨
t

h足
立
急
白
白F
S
K
曲
、
宮§
S

言
泣
き
・
同
肉
店
主
a
z
o
－
な
目
。
民
－M

（H
C∞
c
・
m
－
N
g
l
N四
日
・
）
．
本
稿
の
公
刊
を
快
く
承
諾
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
ド
ウ
ン
カ

l
h
v
フ
シ
ボ
ロ
ッ
ト
社
に
対
し
、
謝
意
を
表
し
た
い
と
思
う
。
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